
ＣＮＰ形成に向けた課題
CNP形成に向けた課題として、2030年度におけるCO2排出量の目標値と推計値に
次のとおり1,109千トンのギャップがあるため、今後、その解消にむけて以下の点に
ついて議論していきたい。

① 促進事業に位置付けた事業の推進
➢ 事業の推進に向け課題となるようなことはあるか

② さらなる促進事業の構築、推進計画への位置づけ
➢ 促進事業の構築に向け必要なサポートはあるか

③ 次世代エネルギーのサプライチェーン構築に向けた検討
➢ 経済産業省の拠点整備支援制度活用の検討等

④ 各種支援制度の拡充、規制緩和について
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2030年度におけるCO2排出量目標値と推計値の比較（３港計）

7,990千トン

千トン

46%削減
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1,109千トン
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7,464千トン
(3,676千トン)
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